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　１月５日に中央公民館で、新春書き初め大会が開催され、早朝より市内外から８６名もの参加者でに

ぎわいました。新しい年へ願いを込め、幼児から大人までそれぞれの部門に応じて定められた『白いう

ま』や『初日の出』などの課題を、力強く筆を走らせて書きあげました。

特選受賞者（敬称略）

２０Kami
２０２６年２月号

２１ Kami
２０２６年２月号

　１２月４日～１０日の ｢人権週間｣ に先がけて、

１１月３０日に中央公民館で、人権啓発事業「香

美市じんけんフェスティバル」が開催されました。

　当日は、販売実習や体験コーナー（手話・ボッ

チャ・紙芝居や折り紙）など、たくさんの方が参

加してにぎわいました。また小中学生の人権ポス

ター・毛筆・標語の表彰式には、人権イメージキ

ャラクターの人KENまもる君・人KENあゆみち

ゃんと香美市イメージキャラクターのかりかり モ

モコちゃんとゆずぼうやが駆けつけ、じんけんフ

ェスティバルを盛り上げてくれました。

　小中学生のポスター・

毛筆・標語作品と山田特

別支援学校・パワーズ山

田によるアート作品は人

権週間の期間中、パネル

と併せて中央公民館で展

示され、来館された皆さ

んの人権意識が高まるき

っかけとなりました。

　１２月２０日、新年を迎えるにあたって門松を

製作し、香美市役所の本庁舎玄関前に設置しまし

た。製作には、高知県交通安全協会香美支部の皆

さんをはじめ、依光市長や村上副市長、市職員も

参加し、組み立てから飾り付けまで、よい年とな

るよう願いを込めながら一緒に作業を行いました。

門松を製作しました門松を製作しました

香美市じんけんフェスティバル香美市じんけんフェスティバル

▲ 人KENあゆみちゃんと
　 ゆずぼうやが啓発活動

▲ 人権ポスター・毛筆・標語の表彰式
(かりかり モモコちゃん、人KENまもる君も登場)

　１２月２２日、日本赤十字社香美市地区長（香

美市長）から、香美森林組合に「銀色有功章」の

楯が贈呈されました。

　有功章とは、日頃から赤十字活動に深くご理解

いただき、多額の社資（赤十字事業資金）を納め

た法人に対して、日本赤十字社から感謝の意を表

するものです。

　長年にわたりいただいた善意は、災害救助活動

や献血事業、赤十字ボランティア活動、国際活動

などに役立てられています。

銀色有功章贈呈銀色有功章贈呈

　１２月１３日に岩河整形外科（土佐山田町）と

その東隣の救護所倉庫で、大規模災害に備えた救

護病院・医療救護所運営訓練を行いました。

　これは災害時に多数の傷病者が発生する状況を

想定し、迅速で的確な医療救護活動を行うことを

目的に実施したもので、香美市役所、岩河整形外

科、消防署のほか、見学者の方々も、患者役とし

てご参加いただきました。

　訓練では、医療救護所の設営として必要機材で

あるエアテントなどの設置から始まり、傷病者の

トリアージ（治療の優先順位付け）と応急処置の

手順を確認しました。救護病院では、救護所から

搬送される重症・中等症患者の受け入れと処置の

実施、さらに専門治療が必要な患者を災害拠点病

院へ搬送するまでの役割と手順を確認しました。

また高知DMATや香美郡医師会、関連企業等の協

力により、より実践的な訓練となりました。

　今回の訓練で得ら

れた知識と経験を活

かし、今後も市民の

安全・安心を守る災

害医療体制の強化に

努めます。

救護病救護病院・院・医療救護所運営訓練医療救護所運営訓練
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▲ 製作の様子

◀トリアージの手順確認 ▲ 交通安全協会香美支部の皆さん


